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 開  会  

 議  長  総務課長 

 総務課長  おはようございます。 

 開会前に町民憲章の朗読をお願いしたいと思います。 

 私のほうが「一つ」と言いますので、続けて御唱和をお願いします。よろしくお願

いします。 

 町民憲章 

一つ、私たちは、豊かな自然に満たされた筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、伝統と文化を守り育てる筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、平和を願い、命を大切にする筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、人を思いやり、共に支え合う協働の筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、こどもが元気で健やかに育つ筑前町をつくります。 

一つ、私たちは、健康で希望に満ち、活気と笑顔あふれる筑前町をつくります。 

 ありがとうございました。 

 議  長  本日の出席議員は、１５人につき定足数に達しております。 

 ただいまから、平成３０年第２回筑前町議会定例会を開会します。 

（１０：００） 

 日程第１  

 議  長  日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２４条の規定によって、 

１３番 一木哲美議員及び１４番 河内直子議員を指名します。 

 日程第２  

 議  長  日程第２「会期の決定について」を議題とします。 

 お諮りします。 

 本定例会の会期は、本日６月８日から６月１５日までの８日間としたいと思いま

す。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、会期は、本日から６月１５日までの８日間と決定しました。 

 日程第３  

 議  長  日程第３「町長のあいさつ及び提案理由の説明」を求めます。 

 町長 

 町  長  おはようございます。 

 本日は平成３０年第２回定例会を招集しましたところ、全員御出席いただきまして

ありがとうございます。 

 まず、故桒野光雄議員の御逝去に心から哀悼のまことをささげさせていただきま

す。 

 さて、７月５日の大災害をもたらした九州北部豪雨から早１年になろうかとしてお

ります。私どもにとって、７月５日は忘れることのできない日となりました。改めて

亡くなられた方々に謹んで御冥福をお祈りし、また、被災された方々に心からお見舞

いを申し上げます。 

 今、被災地では懸命の復旧・復興が進められております。筑前町でも多くの方々、

団体が支援活動に尽力されており、心から敬意を表するところでございます。町も、

昨年度に引き続き職員の派遣を行い、同じ朝倉圏域の自治体として住民の皆様ととも

に支援を続けてまいりたいと思います。 
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 本町でも災害に備え、防災訓練を実施いたします。６月１６日土曜日に役場職員の

災害対策本部運営訓練、７月１日日曜日には、山間・山麓部住民を対象に、昨年の豪

雨を想定した緊急避難訓練を実施します。多くの住民の方々に防災に対する認識を深

めてもらうための災害避難訓練であります。 

 さて、筑前町では小中学校、保育所での春の運動会が定着いたしました。雨にも負

けず元気に演技や競技をする子どもたちをたくましく思ったところでもあります。ま

た、町面積の約３分の１を占める水田は、ほぼ麦の収穫を終え、田植えの準備が進ん

でおります。町面積６,７１０ヘクタールのうち、おおよそ１,１９３ヘクタールに稲

が作付され、約１１万人分の米を生産します。さらに、大豆の転作作付は６６４ヘク

タールで、おおよそ食品ベースで１４万人分の生産量です。 

 １年を通し、米麦、大豆、野菜等の食料を生産し、筑前町ならではの四季の田園風

景が広がります。古代より災害をも乗り越え、営々と引き継がれた農のまち、食のま

ちである筑前町の原風景であります。 

 この「とかいなか」とも呼んでおります筑前町の人口は、先月末で２万９,６５０人

と、１０年前から４３１人の増加であります。全国で多くの自治体が人口減少の対応

に追われる中で、本町は、微増ではありますが増加傾向にあり、地の利、人の和など

のまちの総合力を示す一つのバロメーターでもあろうかと思います。今、グローバル

化と少子高齢化が同時に進行する時代の変革期だからこそ、歴史に学び、地域の資源

を生かし、新たな時代を創生しなければならないと思うところです。 

 それでは、本日提案します議案等１３件の提案理由の説明を申し上げます。なお、

今会期中に追加議案の提案、上程を予定していますので、このことにつきましてもよ

ろしくお願いいたします。 

 報告第１号、平成２９年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越につきましては、

３月定例会において御承認いただきました、甘木線経営安定対策事務、担い手確保・

経営強化支援事業、さくら橋外１橋補修工事の３件の繰越額が確定しましたので、地

方自治法施行令の規定により報告するものです。 

 報告第２号、平成２９年度筑前町一般会計予算の継続費繰越につきましては、３月

定例会において御承認いただきました、筑前町営住宅東小田団地建てかえ工事の繰越

額が確定しましたので、地方自治法施行令の規定により報告するものです。 

 報告第３号、専決処分の報告につきましては、めくばーる駐車場内で発生した事故

について損害を賠償し、和解するに当たり、地方自治法の規定により専決処分し、報

告するものです。 

 承認第２号、専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、筑前町ふるさ

と応援基金への積立金について、想定を上回るふるさと応援寄附金があることから、

これを積み立てる予算が不足するので、筑前町一般会計予算を補正する必要が生じた

が、町議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 承認第３号、専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、地方税法等の

一部を改正する法律等の施行に伴い、筑前町税条例の一部を改正する必要が生じた

が、町議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 承認第４号、専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、地方税法及び

航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律及び地方税法施行令の一部を改正する政

令が施行されることに伴い、筑前町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じ

たが、町議会を招集する時間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 承認第５号、専決処分を報告し、承認を求めることにつきましては、平成２９年度

の筑前町国民健康保険事業特別会計において歳入が歳出不足することにより、地方自

治法施行令の規定に基づく繰り上げ充用を行う必要が生じたが、町議会を招集する時
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間的余裕がなかったため、専決処分をしたものです。 

 議案第２１号、福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福

岡県自治会館管理組合規約の変更につきましては、那珂川町が那珂川市になることに

伴い、福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数を減少し、当該規約を変

更するため、地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 議案第２２号、福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議につき

ましては、那珂川町が那珂川市になることに伴い、当該規約の一部を変更する必要が

あるため、関係市町村と協議することについて、地方自治法の規定により議会の議決

を求めるものです。 

 議案第２３号、福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更につきまして

は、那珂川町が那珂川市となることに伴い、当該規約の一部を変更することについて、

地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものです。 

 議案第２４号、筑前町営住宅東小田団地建替工事請負変更契約の締結につきまして

は、筑前町営住宅東小田団地建替工事を実施するに当たり、周辺道路等の整備の変更

をする必要が生じたため、地方自治法及び筑前町議会の議決に付すべき契約及び財産

又は処分に関する条例の規定により議会の議決を求めるものです。 

 議案第２５号、筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例の制定につきましては、児童福祉法の規定に基づき放課

後児童健全育成事業の設備及び運営に関する法律の一部を改正する省令が施行され

たことに伴い、当該条例の一部を改正する必要が生じたことにより議会の議決を求め

るものです。 

 議案第２６号、平成３０年度筑前町一般会計補正予算（第１号）につきましては、

補正額１,７６７万１,０００円を増額し、補正後の歳入歳出予算総額をそれぞれ１２

１億７,２８７万１,０００円とするものです。増額補正する主なものは、県営暗渠排

水事業の事業費一部負担を行うための県営暗渠排水事業１,６２０万円などを追加す

るものです。 

 以上が本日提案します議案の提案理由です。慎重に御審議をいただき、御賛同賜り

ますようお願い申し上げまして、挨拶並びに提案理由の説明といたします。よろしく

お願いいたします。 

 議  長  町長の提案理由の説明が終わりました。 

 日程第４  

 議  長  日程第４ 報告第１号「平成２９年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越につい

て」を議題とします。 

 報告を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  おはようございます。 

 議案書の２ページをお願いいたします。 

 報告第１号「平成２９年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越について」 

 平成２９年度筑前町一般会計予算の繰越明許費について、地方自治法施行令第１４

６条第２項の規定により、別紙繰越明許費繰越計算書のとおり報告いたします。 

 本日付、町長名です。 

 ３ページをお願いします。 

 この計算書につきましては、平成２９年度補正予算（第８号）におきまして、繰越

明許費を議決していただいていました事業について、繰越計算書のとおり平成３０年

度に繰り越しをしたものであります。 

 ２款総務費、甘木線経営安定対策事務３１７万１,０００円、５款農林水産業費、担
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い手確保経営基盤強化支援事業２２５万円、９款教育費、さくら橋外１橋補修工事費

９９９万円でございます。 

 財源の内訳は、国県支出金２２５万円、地方債３１０万円、一般財源１,００６万１,

０００円でございます。 

 以上で報告を終わります。 

 議  長  報告が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑はないようです。 

 これで、報告第１号「平成２９年度筑前町一般会計予算の繰越明許費繰越について」

の報告を終わります。 

 日程第５  

 議  長  日程第５ 報告第２号「平成２９年度筑前町一般会計予算の継続費繰越について」

を議題とします。 

 報告を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  議案書の４ページをお願いいたします。 

 報告第２号「平成２９年度筑前町一般会計予算の継続費繰越について」 

 平成２９年度筑前町一般会計予算の継続費を逓次繰越したので、地方自治法施行令

第１４５条第１項の規定により、別紙継続費繰越計算書のとおり報告します。 

 本日付、町長名です。 

 ５ページをお願いします。 

 ２９年度、３０年度の２カ年の継続費であります、７款土木費、筑前町営住宅東小

田団地建てかえ工事につきまして、平成２９年度予算計上額１億５７万５,０００円の

うち出来高により２５２万２,５２８円を平成３０年度へ逓次繰り越しをしたもので

あります。 

 以上で報告を終わります。 

 議  長  報告が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 一木議員 

 一木議員  ２点お尋ね申し上げたいと思います。 

 工事についてでございますけれども、進捗率について、まず１点、お尋ねしたいと

思います。工事の進捗率ですね。当初の計画に対して、今現在の進捗率と、それから

もう１点でございます。 

 たしか８月３１日が落成ということでお聞きしておったかと思いますけれども、工

事は落成に間に合うということで進んでいるかと思いますけど、その点についてお尋

ね申し上げたいと思います。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  お答えいたします。 

 進捗率でございますが、基礎工事、それと地下のピットの工事がほぼ終わったとこ

ろでございまして、パーセントで言えば３０％程度の進捗でございます。 

 工期につきましては、若干押しているような状況がございまして、今のところ８月

の工期を考えておりましたけど、約１カ月ぐらい延ばす方向で考えております。とな

りますと、１０月に竣工しまして、引き渡しというふうに考えているところでござい

ます。 

 議  長  一木議員 
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 一木議員  現場、町営住宅の建設地を確認しますと、そのように感じるところがございました。

主な工事が遅れるという原因、要因というのはどのように考えてありますでしょう

か、お尋ね申し上げます。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  まず最初に解体を行いまして、その後の乗り込みにつきまして若干遅れたというこ

とがございます。それと基礎工事につきましても、なかなか下の盤が固いところもご

ざいまして、若干遅れたところがございます。 

 以上です。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これで、報告第２号「平成２９年度筑前町一般会計予算の継続費繰越について」の

報告を終わります。 

 日程第６  

 議  長  日程第６ 報告第３号「専決処分の報告について（めくばーる駐車場内での事故）」

を議題とします。 

 報告を求めます。 

 総務課長 

 総務課長  議案書の６ページをお願いします。 

 報告第３号「専決処分の報告について」 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第２項の規定により報告する。 

 本日付、町長名でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 平成３０年専決第４号、専決処分書。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、下記のとおり専決処分する。 

 平成３０年５月１日、町長名でございます。 

 事故名は、めくばーる駐車場内での事故。 

 事故発生日、平成３０年１月１９日。 

 事故の相手方、町内居住者。 

 事故の概要、平成３０年１月１９日にめくばーる駐車場内において駐車場からバッ

クで出る際、車止め本体及びボルトにフロントバンパーが引っかかりフロントバンパ

ーを破損したもの。 

 損害賠償金、７万７,０００円。 

 以上、報告します。 

 議  長  報告を終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  普通、駐車場内の事故というのは、当事者の責任なんですが、町に賠償責任はある

んですか。 

 議  長  総務課長 

 総務課長  お答えします。 

 車止めのボルトの頭が若干出ていたと、浮き上がっていたということで、それが要

因で車のバンパーに引っかかったということでございます。 

 以上です。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これで、報告第３号「専決処分の報告について（めくばーる駐車場内での事故）」

の報告を終わります。 
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 日程第７  

 議  長  日程第７ 承認第２号「専決処分を報告し承認を求めることについて（平成２９年

度筑前町一般会計補正予算（第９号））」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 財政課長 

 財政課長  議案書８ページをお願いします。 

 承認第２号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求めるものでございます。 

 本日付、町長名です。 

 提案理由につきましては、町長説明のとおりでありますので省略いたします。 

 ９ページをお願いします。 

 平成３０年専決第１号、専決処分書。 

 平成２９年度筑前町一般会計補正予算（第９号）について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により別冊のとおり専決処分する。 

 平成３０年３月２７日に専決処分したものであります。 

 別冊の平成２９年度一般会計補正予算（第９号）をお願いします。 

 １ページです。 

 平成２９年度筑前町の一般会計補正予算（第９号）は次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,６３８万５,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２５億４,４２９万１,０００円とするもの

です。 

 事項別明細書で説明します。６ページをお願いします。 

 この補正予算につきましては、ふるさと応援寄附金をふるさと応援基金に積み立て

を行っておりまして、ふるさと応援寄附金が想定を上回ったことにより、基金積み立

ての予算を増額する必要が生じたことによるものです。 

 ６ページの歳入、１８款１項２目指定寄附金は、ふるさと応援寄附金を１,６３８万

５,０００円増額をするものです。 

 ７ページの歳出は、２款１項１５目ふるさと応援基金費について、歳入と同額の１,

６３０万５,０００円を増額をし、基金元金積立金とするものです。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑がないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、承認第２号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成２９

年度筑前町一般会計補正予算（第９号））」を採決します。 

 本件は、承認することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第２号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成２

９年度筑前町一般会計補正予算（第９号））」は承認することに決定しました。 

 日程第８  
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 議  長  日程第８ 承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町税

条例等の一部改正する条例）」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 税務課長 

 税務課長  議案書の１０ページをお願いいたします。 

 承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙の通り専決処分をしたので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求める。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長の提案理由の通りでございます。 

 １１ページをお願いいたします。 

 平成３０年専決第２号、専決処分書でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分をする。 

 平成３０年３月３１日、町長名でございます。 

 改正の概要につきましては、町民税につきましては、働き方の多様化を踏まえ、特

定の働き方だけではなくさまざまな形で働く人を応援し、働き方改革を後押しする観

点から、所得税と同様に給与所得控除、公的年金等の控除制度の見直しを図りつつ、

一部を基礎控除に振りかえるなどの対応を行うものでございます。 

 平成３０年１月から給与所得の控除、それから公的年金の控除を１０万円引き下

げ、基礎控除を同額引き上げることにより個人町民税の基礎控除が４３万円に改正さ

れております。 

 また、たばこ税につきましては、税率を平成３０年１０月１日から３段階で引き上

げを行い、加熱式たばこについて、国のたばこ税と同様、課税方法の見直しを行い、

５年間かけて段階的に移行するものでございます。 

 固定資産税につきましては、評価替えに伴い土地の負担調整を３年間延長するもの

でございます。また、バリアフリー改修が行われた劇場や音楽堂に係る固定資産税の

減額措置が創設されております。 

 それでは、条文に従い主な改正点を説明いたします。 

 １３ページをお願いいたします。 

 第２４条第１項第２号につきましては、障がい者、未成年者、寡婦及び寡夫に対す

る非課税措置の所得要件を１３５万円に引き上げることに伴う改正でございます。現

行の１２５万円を、所得控除の引き上げに伴いまして１３５万円に引き上げるという

改正でございます。 

 第２４条第２項につきましては、控除対象配偶者を同一世帯同一生計配偶者に定義

を変えるということと、均等割の非課税の限度額を１０万円引き上げるということで

ございます。これも平成３３年の１月からの改正でございます。 

 それから、第３４条の２につきましては、基礎控除の要件に所得合計が２,５００万

以下という所得要件を創設するものでございます。このことにより、所得合計が２,

４００万円から控除額が低減し、２,５００万を超えますと基礎控除がなくなるという

ような状況でございます。 

 それから、飛びまして、２３ページをお願いいたします。 

 第９２条でございます。第９２条につきましては、製造たばこの区分を、喫煙用の

製造たばこ、それから、かみ用の製造たばこ、かぎ用の製造たばこを新たに創設をし

たものでございます。加熱式につきましては、喫煙用のかみたばこの部類に入ってき

ます。 

 ２４ページ、第９３条の２につきましては、加熱式たばこの新設に伴う規定の創設
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でございます。加熱式たばこの喫煙用具にあっては、加熱により蒸気となるグリセリ

ンその他の物質、またはその他の混合物を充填したものを製造たばことみなし、規定

を適用する改正でございます。 

 第９４条につきましては、加熱式たばこの重量、価格を紙巻たばこの１本に換算し、

課税標準を改正するものでございます。これにつきましては、５年かけて段階的に移

行していくというふうになっております。 

 ２７ページでございます。 

 第９５条でございます。たばこの税率を段階的に引き上げるものでございます。１,

０００本で５,６９２円でございます。これが３年間で段階的に上がってくるというよ

うなことでございます。 

 それから２９ページでございます。 

 附則第５条につきましては、町民税の所得割非課税限度額を１０万円引き上げると

いうものでございます。これも先ほどありましたように所得控除の引き下げに伴うも

のでございます。 

 それから３４ページでございます。 

 固定資産税関係ですが、附則の１０条の３、１２項でございます。バリアフリー等

による改修芸術公園施設に対する減税の規定に伴いまして、この適用を受けようとす

べき者がする申告の内容を書いたものでございます。 

 その他の条文につきましては改正に伴う条項のずれ等によるものでございますの

で、説明は省かせていただきます。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  ２点お尋ねします。 

 １点目は、住民税の基礎控除が３３万から１０万上がって４３万になるということ

でしたが、所得税は今、基礎控除が３８万ですが、それはどうなるんでしょうか。そ

れが１点目。 

 それと議案書の２７ページです。たばこ税についてお尋ねします。１箱当たりどの

くらいの値上げになるのか、町にはどのくらいたばこ税として還元されるか、見込み

を教えてください。 

 議  長 税務課長 

 税務課長  お答えします。 

 住民税の基礎控除は、当然、所得税も同じように上がります。平成３３年からです

ね。所得を下げた分、控除を上げないと、いわゆるそれまで非課税だった人たちが課

税になるというふうなことですので、そういうことがあります。 

 それと、たばこ税の関係です。今のところ３年間で国・地方を合わせて１本につき

３円上がるということです。そして、そのことが、実際にたばこ税が幾らかというの

はちょっと計算をしていませんので、ちょっとわかりません。申しわけございません。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 
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 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町税

条例等の一部を改正する条例）」を採決します。 

 本件は、承認することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第３号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

税条例等の一部を改正する条例）」は承認することに決定しました。 

 日程第９  

 議  長  日程第９ 承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例）」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

 健康課長  議案書の５３ページをお開きください。 

 承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由は町長説明のとおりでございますので、省略をさせていただきます。 

 ５４ページが専決処分書になっております。 

 平成３０年専決第３号、３月３１日に専決処分したものでございます。 

 ５５ページをお願いいたします。 

 このページから５８ページまでが新旧対照表となっております。 

 これにつきましては、平成２７年５月に成立いたしました持続可能な医療保険制度

を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律により、国民健康保険につ

いては平成３０年度から都道府県が財政運営の責任主体となり、市町村へ保険給付に

要する費用を全額交付し、市町村では都道府県が決定した国民健康保険事業費納付金

を納付するため保険料・保険税を賦課徴収することとなりました。 

 この制度改正に伴い、地方税法及び航空機燃料譲与税法の一部を改正する法律によ

る国民健康保険税の改正部分が平成３０年４月１日から施行することとなりました

ため、本町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が生じ、平成３０年３月３１日

付で専決処分をしたものでございます。 

 改正内容は大きく４点でございます。 

 一つ目、第３条第１項に、県に納めることとなりました国民健康保険事業費納付金

について新たに規定しております。 

 二つ目、第３条第２項に、医療保険分の課税限度額５４万円から４万円増額の５８

万円に引き上げるものでございます。 

 三つ目、第２２条第１項第２号に、５割軽減の対象となります所得基準額を規定し

ておりますけれども、被保険者１人につき加算する額を２７万円から５,０００円増額

の２７万５,０００円に引き上げるものです。 

 最後に四つ目ですけれども、同じく第２２条第３号に２割軽減の対象となります所

得基準額を規定しておりますけれども、被保険者１人につき加算する額を４９万円か

ら１万円増額の５０万円に引き上げるものでございます。 

 最後に附則といたしまして、この条例は平成３０年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 
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 議  長  説明は終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 河内議員 

 河内議員  国民健康保険税の課税限度額が５４万から５８万円になりますが、対象世帯と、金

額としてどのくらいになるのかお尋ねします。 

 議  長  健康課長 

 健康課長  課税限度額の分だけでよろしいでしょうか。 

 ５４万円から４万円増額の５８万円に引き上げることによりまして影響いたしま

すのは、１３世帯、約３２０万円程度増額になる予定でございます。 

 以上です。 

 議  長  これで質疑を終わります。 

 これから、討論を行います。 

 まず、原案に反対の発言を許します。 

 河内議員 

 河内議員  承認第４号、専決第３号について反対の立場から討論します。 

 低所得者層に対しては多少の減額があり評価できますが、納付限度額の大幅な引き

上げで納付限度額は国民保険健康保険税、介護給付金課税、後期高齢者支援金等課税

で、合算すると年間９３万円もの保険税となり、町民の皆さんに大変な負担を強いる

ことになります。よって反対を表明し、討論とします。 

 議  長  次に、原案に賛成の発言を許します。 

 （討論なし） 

 議  長  これで討論を終わります。 

 これから、承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例）」を採決します。 

 本件は、承認することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手多数です。 

 したがって、承認第４号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（筑前町

国民健康保険税条例の一部を改正する条例）」は承認することに決定しました。 

日程第１０  

 議  長  日程第１０ 承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成３

０年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））」を議題とします。 

 説明を求めます。 

 健康課長 

 健康課長  議案書５９ページをお開きください。 

 承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて」 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条

第３項の規定により報告し、承認を求めるものです。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由は町長の提案理由の説明のとおりでございますので、省略をいたします。 

 ６０ページ、専決処分書です。 

 平成３０年専決第５号、５月３１日に専決処分したものでございます。 

 別冊の国保特別会計補正予算（第１号）をお願いいたします。 

 １ページです。 

 平成３０年度筑前町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 
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 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,９５０万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ３３億２,３４４万８,０００円とする。 

 平成３０年５月３１日専決、町長名でございます。 

 平成２９年度の国保特別会計におきまして１,９５０万ほどの赤字となりましたの

で、専決処分にて繰り上げ充用をさせていただいております。 

 事項別明細書で御説明いたします。 

 ７ページをお願いいたします。 

 歳出でございますけれども、１１款１項１目前年度繰上充用金、補正前の額ゼロ、

補正額１,９５０万円、計１,９５０万円でございます。この額を前年度の平成２９年

度国保特別会計に繰り上げ充用をすることで、平成２９年度国保特別会計の赤字を埋

め合わせすることになります。 

 ６ページ、歳入でございますけれども、１２款４項１３目歳入欠陥補填収入、補正

前の額ゼロ、補正額１,９５０万、計１,９５０万でございます。歳入欠陥補填収入に

つきましては、歳入欠陥によります予算編成はできませんので、予算上の措置として

計上しているものでございます。 

 平成２９年度は、全員協議会でも御説明させていただきましたけども、累積赤字が

１,９５０万円の見込みとなりましたのが、医療費は昨年度から増額となりましたけど

も、歳入では平成２９年度から実施いたしました医療費助成に対する減額措置分と保

健事業費分の一般会計からの繰入金の増額、歳出では平成３０年度からの制度改革に

伴います共同事業廃止に伴う減額によりまして、昨年度に引き続き単年度収支黒字と

なりました。平成３０年度の制度改革前に累積赤字解消とはなりませんでしたけど

も、累積赤字は平成２８年度決算から約８,３００万ほどの縮減となりました。 

 平成３０年度の国保財政運営につきましては、制度改革初年度で１年間経過してみ

ないとどうなるかわからないというのが現状でございますが、今後、円滑な国保財政

運営をしていくために、累積赤字の解消と平成３０年度当初予算での赤字補填及び納

付金負担緩和措置分と併せまして、今年度の国保税改正を含めました検討をしていき

たいというふうに考えております。 

 今後とも国保に対します御指導等、よろしくお願いいたします。 

 以上で、専決処分いたしました国保特別会計補正予算（第１号）の説明とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

 議  長  説明が終わりました。 

 これから、質疑を行います。 

 （質疑なし） 

 議  長  質疑はないようです。 

 これから、討論を行います。 

 （討論なし） 

 議  長  討論なしと認めます。 

 これから、承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成３０

年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））を採決します。 

 本件は承認することに賛成の方は挙手を願います。 

 （賛成者挙手） 

 議  長  挙手全員です。 

 したがって、承認第５号「専決処分を報告し、承認を求めることについて（平成３

０年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号））」は承認することに決定

しました。 

日程第１１～  
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日程第１６ 

 議  長  会議規則第３５条の規定により、日程第１１から日程第１６までを一括議題としま

す。 

 お諮りします。 

 一括議題とした日程第１１ 議案第２１号から日程第１６ 議案第２６号までは、

議案の説明のみ行いたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 それでは、順次議案の説明を求めます。 

 議案第２１号。 

 総務課長 

 総務課長  議案書の６１ページをお願いします。 

 議案第２１号「福岡県自治会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福

岡県自治会館管理組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、平成３０年９月３０日限り、福岡県自

治会館管理組合から那珂川町を脱退させるとともに、平成３０年１０月１日から福岡

県自治会館管理組合規約を別紙のとおり変更する。 

 本日提出、町長名でございます。 

 提案理由につきましては、町長より冒頭に説明がありましたので省略させていただ

きます。 

 ６２ページをお願いします。 

 福岡県自治会館管理組合規約の一部を変更する規約。 

 福岡県自治会館管理組合規約の一部を次のように変更する。 

 第５条中「１０人」を「９人」に改める。 

 別表第１中「筑紫郡」を削る。 

 附則、この契約は平成３０年１０月１日から施行する。 

 別冊の新旧対照表をお願いいたします。１ページでございます。 

 １ページに現行と改正案を記載しております。それぞれ下線部が変更箇所となりま

すので、御確認をお願いいたします。 

 以上、提案します。 

 健康課長  議案書６３ページをお願いいたします。 

 議案第２２号「福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議につい

て」 

 地方自治法第２９１条の３第１項の規定に基づき、福岡県後期高齢者医療広域連合

規約の一部を別紙の通り変更することについて、関係市町村と協議する。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由は町長説明の通りでございますので、省略をさせていただきます。 

 ６４ページをお願いいたします。 

 新旧対照表は先ほどの別冊の２ページでございます。 

 先ほどの説明と同じでございますけれども、本町が加入しています福岡県後期高齢

者医療広域連合の構成市町村の一つでございます那珂川町が、平成３０年１０月１日

から那珂川市となることに伴いまして、福岡県後期高齢者医療広域連合規約の市町村

名の変更が必要となり、議決を求めるものでございます。 

 以上で説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 議  長  環境防災課長 
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環境防災課長  議案書の６５ページをお願いします。 

 議案第２３号「福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の変更について」 

 地方自治法第２８６条第１項の規定により、福岡県市町村消防団員等公務災害補償

組合規約を別紙のとおり変更する。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由につきましては町長から説明がありましたので、省略をいたします。 

 ６６ページをお願いします。 

 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の一部を変更する規約。 

 福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合規約の一部を次のように変更する。 

 第１条中「及び糸島市」を「、糸島市及び那珂川市」に改める。 

 第４条第１項中「１０人」を「９人」に改める。 

 附則、この契約は平成３０年１０月１日から施行する。 

 お手元に別表、新旧対照表を配付しております。３ページをお願いいたします。 

 ３ページの新旧対照表の下線部分が変更となる部分でございます。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  都市計画課長 

都市計画課長  議案書の６７ページをお願いいたします。 

 議案第２４号「筑前町営住宅東小田団地建替工事請負変更契約の締結について」 

 平成２６年第５９号議案をもって議決されました筑前町営住宅東小田団地建替工

事請負契約の一部を別紙の通り変更することについて、議決を求めます。 

 本日付提出、町長名でございます。 

 提案理由は町長が説明しました通りでございますので、省略させていただきます。 

 ６８ページをお願いいたします。 

 工事請負契約の変更内容です。 

 工事名、筑前町営住宅東小田団地建替工事。 

 契約の方法、変更前、指名競争入札契約。変更後、随意契約。 

 概要、別紙の通りでございますが、団地建てかえ区域の外周道路拡幅工事は当初契

約に含まれていますが、団地外の周辺道路の安全対策等により範囲を広げて整備する

ため追加が生じたものでございます。 

 別表を御覧願います。 

 工事概要。道路舗装工、変更前９１０平米を変更後１,５２５平米へ。 

 自由勾配側溝設置工、１４９メートルを２５２メートルへ。 

 落蓋式側溝設置工、ゼロメートルを９６メートルとなります。 

 請負契約額、変更前２億５,８５５万２,０００円、変更後２億６,６２５万７,８００

円。 

 工事請負人、福岡県朝倉郡筑前町篠隈１５８番地４４、株式会社ヒミコ建設、代表

取締役、池田静夫。 

 以上でございます。 

 議  長  こども課長 

 こども課長  ６９ページでございます。 

 議案第２５号「筑前町放課後児童健全育成事業等の整備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について」 

 別紙、条例改正案を提出するものです。 

 本日付、町長名でございます。 

 提案理由は町長が説明の通りですので、省略させていただきます。 

 次ページ、７０ページをお願いいたします。 
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 この条例の改正内容につきまして、改正案と現行の対照表を示しております。この

改正内容につきましては、放課後児童支援員の資格と確保のための改正となっており

ます。 

 第１０条第３項（４）では、学校教育法の規定により、放課後児童支援員の基礎資

格を学校の教諭となる資格を有する者として規定しておりますけれども、教員免許状

の更新を受けていない場合の取り扱いを明確にし、有効な教員免許状を取得した者を

対象とするため、「教員職員免許法第４条に規定する免許状を有する者」ということ

に改正となるものです。 

 同じく第１０条第３項（１０）では、今回の改正で新しく加わったものです。実務

経験を放課後児童支援員の資格として認めた改正となっております。 

 以上２点の国の省令改正に伴い町の条例を改正するものです。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

 議  長  財政課長 

 財政課長  議案書７１ページをお願いします。 

 議案第２６号「平成３０年度筑前町一般会計補正予算（第１号）について」 

 平成３０年度筑前町一般会計補正予算（第１号）を別冊の通り提出する。 

 本日付、町長名です。 

 別冊の平成３０年度一般会計補正予算（第１号）をお願いします。１ページです。 

 平成３０年度筑前町の一般会計補正予算（第１号）は次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,７６７万１,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２１億７,２８７万１,０００円とするもの

です。 

 事項別明細書で説明いたします。歳出のほうから説明します。 

 ７ページをお願いします。 

 ２款１項総務管理費の地方創生費につきましては、予算額の増減はありませんが、

予算の組み替えを行うものです。 

 地方創生推進交付金事業実施計画におきまして、町がハウスの建設、イチゴ栽培を

行う計画としておりましたが、その後の協議により、みなみの里が実施主体となり、

ハウスの建設、イチゴの栽培を行うことで予算計上をしておりました。この計画変更

に関する協議を内閣府と行った結果、当初の推進交付金計画書の通りとすることによ

り観光農園運営委託料を報酬、賃金、旅費、需用費へ組み替え、イチゴ観光農園施設

整備補助金を工事請負費へ組み替えを行うものです。 

 そのほか、種苗費につきましては、原材料費が妥当であるということから需用費へ

組み替えるものです。 

 ２款５項統計調査費の国勢調査費につきましては、国勢調査の実務検討会が開催さ

れることとなったことによる旅費などの予算であり、県からの予算計上依頼によるも

のです。 

 ５款１項農業費の３目農業振興費３３万４,０００円は、多面的機能支払交付金につ

いて、実施団体からの精算金を県へ返還するものです。 

 ５目農地費の１,６２０万円は、平成３１年度以降の事業採択と見込まれておりまし

た県営暗渠排水事業が本年度に採択をされることになり、事業費の一部負担を行う必

要が生じたことによるものです。３０年度事業費８,１００万円のうち２０％の１,６

２０万円を町と地元により負担をするものです。 

 ５款２項林業費の林業振興費１３万４,０００円は、荒廃森林再整備事業実施箇所の

協定解除に伴う森林所有者からの違約金を県へ返還をするものです。 

 ８ページです。 



15 

 

 ８款１項消防費の非常備消防費１００万円につきましては、操法訓練中における消

防団員負傷に対する公務災害補償費です。 

 続きまして、歳入の説明をいたします。６ページをお願いします。 

 １３款１項分担金、農林水産費分担金８１０万円は、県営暗渠排水事業の地元分担

金です。事業費の１０％負担となっております。 

 １６款３項県委託金、総務費県委託金２,０００円は、国勢調査準備経費事務交付金

です。 

 １６款２項基金繰入金は、一般財源の増額によります財政調整基金繰入金の減額１

２万５,０００円と、県営暗渠排水事業の町負担分８１０万円を農業振興基金から繰り

入れるものです。 

 ２１款５項雑入につきましては、消防団員公務災害補償費、多面的機能支払交付金

精算金、荒廃森林整備事業返還金でございます。 

 以上で説明を終わります。 

 議  長  議案の説明が終わりました。 

日程第１７  

 議  長  日程第１７「甘木・朝倉広域市町村圏事務組合議会議員の補欠選挙」を行います。 

 甘木・朝倉広域市町村圏事務組合規約第５条第２項の規定により、組合議会議員の

補欠選挙行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選したい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法については指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法は、議長が指名することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、指名の方法は、議長が指名することに決定しました。 

 資料を配付します。 

 （資料配付） 

 議  長  甘木・朝倉広域市町村圏事務組合議会議員に山本一洋議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した山本一洋議員を当選人と定めることにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました山本一洋議員が甘木・朝倉広域市町村圏事務組

合議会議員に当選されました。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、当選の告知をします。 

日程第１８  
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 議  長  日程第１８「甘木・朝倉・三井環境施設組合議会議員の補欠選挙」を行います。 

 甘木・朝倉・三井環境施設組合規約第５条第３項の規定により、組合議会議員の選

挙を行います。 

 お諮りします。 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選したい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、選挙の方法については指名推選で行うことに決定しました。 

 お諮りします。 

 指名の方法は議長が指名することにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、指名の方法は議長が指名することに決定しました。 

 資料を配付します。 

 （資料配付） 

 議  長  甘木・朝倉・三井環境施設組合議会議員に山本一洋議員を指名します。 

 お諮りします。 

 ただいま議長が指名した山本一洋議員を当選人と定めることにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

 （異議なし） 

 議  長  異議なしと認めます。 

 したがって、ただいま指名しました山本一洋議員が甘木・朝倉・三井環境施設組合

議会議員に当選されました。 

 会議規則第３１条第２項の規定により、当選の告知をします。 

日程第１９  

 議  長  日程第１９ 請願第１号「「地方財政の充実・強化を求める意見書」の提出を求め

る請願書」について、お手元にお配りしました請願文書表のとおり所管の常任委員会

に付託しましたので報告をします。 

 散  会  

 議  長  以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 お疲れさまでした。 

（１１：０６） 

 


